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逗子市における自殺の現状について（逗子市 地域実態プロファイル（JSCP2024）より） 

 全般的な状況 

１．自殺者数および自殺死亡率の推移（2019～2023 年） 

  2019 2020 2021 2022 2023 合計 平均 

自殺統計(自殺日・住居地) 
自殺者数 12 8 8 8 11 47 9.4 

自殺統計(自殺日・住居地) 
自殺死亡率 

20.14 13.44 13.42 13.47 18.66 - 15.82 

人口動態統計 自殺者数 10 8 7 7 - - - 

 

 

２．性・年代別の自殺者割合及び平均自殺死亡率（2019～2023 年） 

＜地域における自殺の基礎資料（自殺日・住居地）＞ 

 

 

・性・年代別の自殺者割合は、全自殺者に占める割合を示す。 
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 子ども・若者関連資料 

３．自殺者数の学生・生徒等別の内訳（2019～2023 年合計） ＜個別集計（自殺日・住居地）＞ 

※５人未満は公表不可のため、逗子市の状況は掲載していません。 

学生・生徒等(全年齢) 全国自殺者数 全国割合 
中学生以下 761 15.1% 
高校生 1,629 32.4% 
大学生 2,082 41.4% 

専修学校生等 552 11.0% 
合計 5,024 100% 

 
 
 

 勤務・経営関連資料 

４．職業別の自殺の内訳（2019～2023 年合計）〔公表可能〕 ＜個別集計（自殺日・住居地）＞ 

職業 自殺者数 割合 全国割合 

有職 16 34.0% 39.5% 

無職 31 66.0% 60.5% 

合計 47 100% 100% 

 
資料：警察庁自殺統計原票データを JSCP にて個別集計 
・性・年齢・同居の有無の不詳を除く。 
・令和 4 年 1 月の自殺統計原票の改訂に伴い職業分類が新しくなったため、これまで「有職者の職業
分類」を掲載していたところ、「有職」「無職」の分類へ変更した。 
 
 

■ 高齢者関連資料 

５．60 歳以上の自殺者数の内訳（2019～2023 年合計）〔公表可能〕＜個別集計（自殺日・住居地）＞ 

 自殺者数 割合 全国割合 

同居人の有無 あり なし あり なし あり なし 

男性 

60 歳代 2 2 16.7% 16.7% 13.1% 10.2% 

70 歳代 0 0 0.0% 0.0% 14.8% 8.8% 

80 歳以上 0 0 0.0% 0.0% 12.2% 5.4% 

女性 

60 歳代 1 0 8.3% 0.0% 8.2% 2.9% 

70 歳代 3 0 25.0% 0.0% 8.9% 4.4% 

80 歳以上 1 3 8.3% 25.0% 6.8% 4.3% 

合計 12 100% 100% 

 

資料：警察庁自殺統計原票データを JSCP にて個別集計 
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 地域の自殺の特徴 
・神奈川県逗子市（住居地）の 2019～2023 年の自殺者数は合計 47 人（男性 27 人、女性 20 人）で
あった（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」（自殺日・住居地）より集計）。 

 

６．地域の主な自殺者の特徴（2019～2023 年合計）〔公表可能〕＜個別集計（自殺日・住居地）＞ 

自殺者の特性上位５区分 
自殺者数 
(5 年計) 割合 

自殺死亡率* 
(人口 10 万

対) 
背景にある主な自殺の危機経路** 

1位:女性60歳以上無職同居 5 10.6% 13.3 身体疾患→病苦→うつ状態→自殺 

2位:男性20～39歳無職同居 4 8.5% 84.2 

①【30 代その他無職】ひきこもり＋

家族間の不和→孤立→自殺／②【20

代学生】就職失敗→将来悲観→うつ

状態→自殺 

3位:男性40～59歳有職同居 4 8.5% 11.7 
配置転換→過労→職場の人間関係の

悩み＋仕事の失敗→うつ状態→自殺 

4位:男性40～59歳無職同居 3 6.4% 110.2 
失業→生活苦→借金＋家族間の不和

→うつ状態→自殺 

5位:男性40～59歳有職独居 3 6.4% 78.3 

配置転換（昇進/降格含む）→過労＋

仕事の失敗→うつ状態＋アルコール

依存→自殺 

 

資料：警察庁自殺統計原票データをいのち支える自殺対策推進センター（以下、JSCP）にて個別集計 
・区分の順位は自殺者数の多い順で、自殺者数が同数の場合は自殺死亡率の高い順とした。 
* 自殺死亡率の算出に用いた人口は、総務省「令和２年国勢調査」就業状態等基本集計を基に JSCP に
て推計したもの。 

** 「背景にある主な自殺の危機経路」は、ライフリンク「自殺実態白書 2013」を参考に推定したもの

自殺者の特性別に見て代表的と考えられる経路の一例を示しており、記載の経路が唯一のものではな

いことに留意いただきたい。 

 

 

 自殺者における自殺未遂歴の有無 

７．自殺未遂歴の有無別自殺者数（2019～2023 年合計） ＜個別集計（自殺日・住居地）＞ 

未遂歴 自殺者数 割合 全国割合 

あり 7 14.9% 19.5% 

なし 35 74.5% 62.9% 

不詳 5 10.6% 17.6% 

合計 47 100% 100% 

 

資料：警察庁自殺統計原票データを JSCP にて個別集計 
（注 1）各自殺未遂歴の有無の 5 年合計値が 5人未満は斜体としており、公表不可。 
（注 2）ただし、本表の「あり」「なし」「不詳」 のいずれかが 5 人以上であっても、個別集計の（合
計）値から、前表各年の各項目（「あり」「なし」「不詳」）の数値が逆算できる場合は斜体としてお
り、公表不可。 

（注 3）本表の一部数値について、集計プログラムの特性上値が斜体で記載されることがある。 
「地域における自殺の基礎資料」から算出可能な場合の公表は差し支えないので、「地域における自殺
の基礎資料」及び表９－１を確認すること。 

 
 


